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あとがき
　日ごとに春の訪れを感じる
季節となりました。皆さまに
とって、この一年がどのよう
な歩みだったでしょうか。
　今号では、クラブ活動の様
子や、皆さまの温かいつなが
りをお伝えしました。楽しい
ひとときや学びの場が、これ
からも多くの方の支えとなる
ことを願っています。
　4月からは新年度が始まりま
す。さらに活気あふれる活動
を続けていきましょう。引き
続き、皆さまのご協力をよろ
しくお願いいたします。
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